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◆ 中国税関の知的財産権登録制度の概要
• 概要

• 中国税関における知識産権保護の実績

• AIシステムの導入

• 税関差止及びホワイトリストの仕組み

◆ 税関届出登録の流れ
• 必要な書類

• 登録の流れ

• 【新規】重点商品の登録

• 【新規】侵害品の識別ポイント

◆ 税関からの通報を受けてからの対応の流れ

• 製造源流の追跡戦略

• 事例紹介

本日の内容
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概要 中国税関の知的財産保護制度

■ 準拠法

中国の知的財産権税関保護制度は、税関が国家の法律・法規に基づき、輸出入の段階において貨物に関連す

る知的財産権を保護するものである。税関は貨物の輸出入を監視・管理する国家機関として、法令に基づき知

的財産権を侵害する貨物の輸出入を禁止し、侵害の疑いのある貨物を差し押さえ調査を行い、荷送人又は荷受

人の法的責任を追及する。

• 「中華人民共和国税関知的財産権保護条例」

（2003年12月2日公布・施行、2018年3月19日第二回改正）

• 「中華人民共和国税関による『中華人民共和国税関知的財産権保護条例』に関する実施弁法」

（2009年3月3日公布・施行、2018年5月29日改正）

■ 保護対象

■ 知的財産権の税関届出

商標権、著作権及び著作隣接権、特許権（発明/実用新案/意匠特許）、オリンピック及び国際博覧会シンボル

権利者は、自身の保有する知的財産権について、中国税関総署へ届出登録を申請することができる
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概要 実績

■ 差止実績
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中国税関模倣品差止の統計データ

差押件数 差押ロート数

単位：万件
成果：

• 知的財産権を有する企業の海外展開（「走出去」政
策）を支援

• 国内外の権利者の合法的権益の保護

• 公正で秩序ある貿易環境の維持と国際的な知財保護
の推進

• 模倣品・海賊版の輸出入を防止し、知的財産保護の
を強化を図る

•龍騰行動：輸出入ルートでの模倣品・海賊版対策

•藍網行動：越境EC・郵送ルートの模倣品・海賊版対策

•浄網行動：輸出輸送貨物の模倣品・海賊版対策

■ 重点取組
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• スマホ・PCで即時回答

• 専門文書1,513件・総文字数 963万字の「税関専用コーパス」を構築し、回答精度 90％以上を達成

■慧眼：AIスマート眼鏡によるスマート検査

• AIスマート眼鏡で貨物を撮影すると、品名・用途・材質が自動的に識
別される

• 越境EC輸入商品の外国語ラベルを10秒で翻訳、通関時間を1件あたり
平均30％短縮

• AIスマート眼鏡により、その場で情報照会・遠距離での専門家の支援
が可能に

• 検査データのリアルタイムアップロード、多角的自動照合、サンプル
送付票作成時間が70％超短縮

■智脳：AI審査によるリスク管理の高度化

• AI推論の総合精度 99％以上、審査効率が大幅向上
• 従来の人手による審査と比較して、処理効率が30％向上
• AIによる判定精度を導入初期の81％から99％に向上し、「AI知能判断＋専門家による精緻処理」のハイブリッド

モデルを構築
• 800項目超の規制情報を保有する「知能大脳（AI統合判断システム）」が、日々 10万件超の輸出申告書を審査

■智語：AI調査による政策把握の利便性向上

概要 最近の取組ーAI＋税関知財保護
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概要 税関差止め及びホワイトリストの仕組み

• 通関検査において侵害が疑われる貨物を発見した場合、職権による差止（税関届出情報が手掛かりとなる）

• 権利者からの情報提供又は差押申請

■税関差止のルート

■ホワイトリストの登録

税関届出登録と同時に、知的財産権のライセンシー又は合法的な輸出入業者の情報をホワイトリストとして登録
することができる

中国
税関

通関
ホワイトリスト対象
或いは授権書を提示

リリースホワイトリスト対象外 差押え

差押え決定書

権利者

税関
登録

授権書発行

授権書なし

荷送人/荷受人

通報

通知
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概要 実務上の変化 ブラックリスト登録

■一部の中国税関では知的財産権侵害に関する「ブラックリスト」情報を収集・活用

・対象：既に税関届出登録が行われている権利

・内容：権利者が把握している通関会社や、模倣品製造会社の情報など

模倣品・海賊版検出の精度向上及び取締効率の向上を図る

• 権利者
• 侵害対象権利
• 侵害企業の名称
• 侵害企業の登録住所
• 侵害企業の営業住所
• 侵害企業の法定代表者情報
• 通関会社の情報

• 商品名称
• 商品分類
• 模倣品・海賊版の国内製造メーカー
• 模倣品・海賊版の原産地
• 通関によく利用する港
• 仕向国・地域
• その他、税関に留意してほしい内容

秘密保持承諾



2．税関届出登録の流れ
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税関登録 全体の流れ

抹消/変更/
更新登録

権利の届出口座開設

• 履歴事項全部証明書
• 履歴事項全部証明書

の中文翻訳
• 代理人の営業許可書
• 委任状

• 権利証明書
• 更新証明書
• 変更証明書（必要のみ）
• 譲渡証明書（必要のみ）
• 商品名称、商品説明
• 商品及び包装の写真
• 重点監視商品の名称
• 真贋判定の識別ポイント

及び関連写真
• 模倣品・海賊版を発見し

た場合、写真を撮る時の
要点説明

• ホワイトリスト

※海外の知的財産権の権利者
はその国内の事務機構より届
出を提出し、あるいは国内の
代理人を通じて届出を提出し
なければならない。

【必要な書類】 【必要な書類】 【必要な書類】

審査期間：
30営業日

審査期間：
30営業日

➢ 抹消：
• 抹消申請書
• 委任状

➢ 変更：
• 報関単位備案信息表
• 税関登録証明書

➢ 更新：
• 更新後の権利証明
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中華人民共和国税関総署政務サービスシステム
https://online.customs.gov.cn/

登録の流れ 口座開設

◼ 口座開設 入口

アカウント
作成 • ユーザー名

• パスワード
• パスワード再確認
• 国家/地域
• 会社名
• 部門
• 職務
• 連絡人
• 連絡先
• ファックス番号
• 電話番号
• 住所
• メールアドレス
• キャプチャ
• メール認証コード
• 備考√
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中国税関保護登録システム ログイン画面

登録の流れ ログイン

■ ログイン
中華人民共和国税関総署知的財産税関保護システム
http://202.127.48.145:8888/
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登録の流れ 権利人情報の登録

権利者の
基本情報

履歴事項全
部証明書

代理人情報
代理人の
営業許可書

委任状

• 履歴事項全部証明書の中文翻訳が必要

• 中文の委任状が必要

• 実際に差止めした場合、税関とのやり取
りが発生するため、代理人を利用するこ
とを推奨。
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許諾使用者情報
（ホワイトリスト）

重点監視対象商
品の識別要点

⚫ 商標の写真は鮮明かつ明確
である必要がある。

⚫ 提出する情報は正確でなけ
ればならない。

⚫ 資料の再提出となる場合、
審査には30営業日を要する。

登録の流れ 権利の届出

権利情報 権利証明書
重点監視対
象商品

・登録証明書、更新・譲渡・変更証明書をアップロード

・権利基本情報の記入

・権利の種類選択

商標
仕様
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権利証明書
重点監視対象商
品の識別要点

許諾使用者情報
（ホワイトリスト）

商品名称 商品特徴の説明

商品１ 写真アップロード

⚫ 商品の情報は可能な限り、
網羅的かつ正確に入力

⚫ 商品件数は最大30件まで
追加可能

⚫ アップロードする画像の
サイズは最大400KB

商品の情報と写真は輸入・輸出の際に、税関が権利侵害の疑義貨物であるか否かを識別するために、
参考情報として使用される。

登録の流れ 権利の届出

重点監視対
象商品

権利情報

・【新規】重点監視対象商品の登録
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権利証明書
許諾使用者情報

（ホワイトリスト）

商品名

識別ポイント 模倣品発見時の
撮影における注
意点

情報更新日

⚫識別ポイント
商標ロゴの特徴、商品の特徴、包装、物流

業者の情報、偽造防止ホログラの仕様など
⚫撮影の注意点
※税関が侵害の疑義貨物を撮影する際の補助情報とし
て利用される

希望するアングル・部位、撮影してほしい
標識の細部、バーコード、QRコードなど

登録の流れ 権利の届出

重点監視対
象商品

重点監視対象商
品の識別要点

権利情報

・【新規】重点監視対象商品の登録

⚫税関に提出する識別ポイントと、内部でのみ把
握しておくべき識別ポイントを使い分けるよう
お勧めする。



17

手動追加

インポートテ
ンプレートの
ダウンロード インポート エクスポート 使用者の削除

登録の流れ 権利の届出

重点監視対
象商品

重点監視対象
商品の要点

許諾使用者情報
（ホワイトリスト）

権利情報
履歴事項証

明書

⚫ リストを定期的に更新するこ
とが重要です。

⚫ 商品の数が多い、ライセン
サーの多い企業は、ホワイト
リストを管理する手間がかか
るので、登録要否を慎重に検
討するようにお勧めする。

任意



3．税関からの通報を受けてからの対応の流れ
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通報を受けてからの対応の流れ

貨物の通関許可

通関手続きの中止
知的財産権侵

害被疑貨物の発見

権利者が貨物の差押
を申請

差押通知書を荷送人又
は荷受人に送達

裁判所による差押
えの実施

貨物の処分

権利者に通報

税関が差押を解除

NO

YES

NO

YES

YES

NO

権利者に通報

税関よる調査

行政処罰決定発
行

裁判所に差押
を申請

差押通知
書発行

侵害
認定

裁判所の差
押要否判断

■ 税関差止対応の流れ
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税関対策 代理人の必要性及び想定費用

• 税関は侵害の疑いのある貨物を発見した場合、税関通知を受領したら、権利者又はその代理人は３営業日以

内に回答すべきである。

• 権利者が税関に侵害の疑いのある貨物の差押えを請求する場合、当該疑義貨物の価値に相当する担保金又は

総担保状を税関に供託しなければならない。

⇒ 実際に差止めした場合、税関とのやり取りが多く発生するため、代理人を利用することを推奨。

■ 代理人の必要性

■ 想定費用

項目 業務内容 代理人費用の概算

税関届出
・口座開設の代行 USD 500-600/1口座

・権利の届出申請代行 USD 150-180/1権利

差止対応
税関差止の対応 USD 1,200-2,000/件

権利人の摘発に基づく税関差止め対応 USD 4,500-5,500/件

※ 税関の運送・保管費用、処分費用は別途発生 （日本と異なる）
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25年
5月

25年
6月

25年
6月

25年
6月

Copy paste fonts. Choose 
the only option to retain text.

Text here

Text here

Copy paste fonts. Choose 
the only option to retain text.

Text here
25年
7月

➢ 2025年4月、権利人の依頼

を受け、「GROHE」ブラン

ドの「シャワーヘッド」模

倣品を製造する業者を発見

した。

➢ その後、工場出荷からの追

跡により、輸出業者、通関

の港、コンテナ番号及びコ

ンテナ内における模倣品の

放置場所を把握した。

輸出模倣品発見
税関に通報

25年
4月

税関確認通知 権利人確認
差押え申請

行政処罰書発行
模倣品廃棄処分差押え決定

◆ 権利人通報による差止事例

事例紹介1 税関差止事例

25年
10月
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模倣業者の製造工場に対する
追跡調査を実施

税関へ侵害品を通報し、
税関担当者に特許技術を説明

税関で模倣品を差押え

権利侵害訴訟を提起

侵害証拠及び出荷日程を把握

◆ 権利人の摘発に基づく税関差止め案件

事例紹介2 特許権利侵害対策事例

正規品被疑権利侵害品

 底板に特殊な蒸気出口穴が設けられた網状構造のアイロン
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税関対策 税関検出率を高めるための取り組み

• 毎年 4 月（世界知的財産デーの関連イベントに併せて実施）または 10 月に集中的に実施
• 税関単独、または調査会社等と共催するケースが多い
• 模倣品・被害商品の特徴や識別ポイントなどを紹介することが可能
• 商品やロゴの写真を印刷したクリアファイル、ボールペン、手帳等を配布するのも効果的です

■ 税関での真贋判定セミナーの参加

■ 個別税関の訪問・説明
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01.

警告書

02.

委託調査

03.

刑事告訴

04.

裁判所への
証拠取り寄せの申立

供給元追跡戦略
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24年
4月

24年
7月

24年
9月

24年
5月

Copy paste fonts. Choose 
the only option to retain text.

Text here

Text here

Copy paste fonts. Choose 
the only option to retain text.

Text here
25年
2月

フランスの権利者の請求を

受け、中国税関は泉州市の

某貿易会社が、UAEへ輸出

する圧力鍋を商標権侵害と

して差し押さえた。

税関差押え
当該貿易会社に対し、警告

書を送付し商標権侵害の事

実を通知するとともに、侵

害貨物の供給元の開示を求

めた

警告書

24年
3月

調査・摘発

当該貿易会社が開示した供給元

情報を整理・分析するとともに

、疑わしい工場及びその関連会

社に対して調査を実施。最終的

に，模倣品製造業者に対する行

政摘発に成功し、大量の模倣品

を押収した。

民事訴訟

当該貿易会社と製造業者を

一括して裁判所に提訴。両

者に侵害行為の停止及び共

同不法行為に基づく連帯損

害賠償責任を請求した。

原告と被告は裁判所の調停に

合意。被告は侵害行為を認め

た上で、今後一切の侵害行為

を行わないこと、原告に対し

損害賠償金65万元を支払うこ

とに合意し、裁判所は調停調

書を交付した。

調停成立

中国税関は、当該貿易会

社の行為は侵害に当たる

と認定し、侵害貨物の没

収及び罰金の行政処分決

定を下した。

行政処分

◆ 税関差押え後、弁護士警告書の送付により製造源流に関する情報を入手し、
製造業者に対する行政摘発と民事訴訟を成功させた事例

事例紹介1 模倣品製造源流の追跡戦略
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会社概要

社 名：北京万慧達知識産権代理有限公司

北京万慧達法律事務所

本 社：北京

支 社：上海、広州、深セン、杭州、蘇州、 重慶、

義烏、天津、中国香港、アメリカ

設 立：1998年

社員数：約550名

（内、弁護士120名、弁理士70名、商標弁理士90名）

出願業務

• 商標出願
• 特許の出願
• 著作権登録

訴訟業務

• 権利侵害訴訟
• 行政訴訟

調査、模倣品対策

• 侵害調査
• 水際対策
• 行政・刑事摘発

北京本社：

中国北京市海淀区

中関村南大街1号

友誼賓館

頤園 オフィスビル
弊所A棟の入口



ご清聴ありがとうございました。

万慧達知識産権 日本部
Add:北京市海淀区中関村南大街1号友誼賓館

頤園オフィスビル
Tel：+86-10-68921006 Fax
：+86-10-68928030
www.wanhuida.com
heshanmei@wanhuida.com Wechat:

wanhuidaIP
Wanhuida文庫

http://www.wanhuida.com/
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